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シソ科の 1 年草でもあるバジルは、その芳香から日本でも一番親しみやすいハーブの一つです。最近ではバジルの種類も

色々で、スパイシー、薄荷の様なあるいはシトロンを彷彿させるような様々な香りのものがある一方で、この紫バジル「ダークオ

パール」の様なシックな色合い、艶々した少し妖艶で魅力的な葉を持つことで、お料理以上に園芸の世界においてもその立ち

姿からガーデナー達の人気を博しているようです。グリーンのバジルも清々しくて好感が持てますが、この紫色のバジルのスタ

イルが奏でるダークな大人っぽい印象もお料理の世界では面白い演出につながってゆくのではと思います。味わいは通常の

バジルとそれほど変わらないのですが、その葉を使ってビネガーに色を移して、バジル風味のピンクドレッシングや、ソースの着

色、香りづけにもお使いいただけるでしょう。葉に光沢をもち、幾分肉厚のテクスチャを持っているので、あしらいとしての機能も

十分に果たしてくれそうです。福岡県糸島から生き生きと輝いた「ダークオパール・バジル」が到着しております。 

福岡県糸島 久保田農園の 「ダークオパール・バジル」 Dark Opal Basil 

 


